
（別紙３）

～ 2026年　3月　18日

（対象者数） 4名 （回答者数） 3名

～ 2026年　3月　18日

（対象者数） 5 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・その日の全体的な様子の報告に加えて、個別支援に関する
報告も付け加えて行きたい

2
・引き続き連携を取りながら、保護者様や家庭の状況を把握
していく

3
・引き続きMTを行いながら、児発管の知識を支援員に広めて
いき、職員教育を行って行く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・現状職員が不足してしまっているので、求人を行い
　社員教育を行った行く。

2

・保護者会は開催されているが、保護者様に向けたペアレン
トトレーニングの研修等の機会は提供出来ておらず、地域の
方達との交流も含めたカリキュラムの開催を適宜検討してい
く。

3

○事業所名 美ら支援教室

○保護者評価実施期間 2026年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

2026年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　18日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

人員不足

・人材募集
・職員教育

地域との連携

・保護者会の開催と強化
・地域の方が参加できるカリキュラム開催

職員の連携

・支援後に利用者一人一人の様子を報告して共有している
・スモールステップを達成した際に、その場で全員に共有して

いる

保護者様との連携

・送迎の際などに利用者様の様子を必ず報告している
・家庭内の事情を把握して、利用者様の事で困り感がある場合

には、相談を受けてアドバイスを行っている。

支援内容の見直しと共有

・支援内容を見直しした方が良い事案が発生した場合には、
MTを行い相談・決定を行っている。

事業所における自己評価総括表公表


